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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

鋼材とコンクリートを一体化する方法として、孔あき鋼板ジベル 1)（以下、PBL）を用いた合成梁について、筆者らは

載荷実験 2）（正曲げ（Case-1）、負曲げ（Case-2））を実施し、部材破壊レベルまでH鋼と鉄筋コンクリート（以下、RC）

部とは一体性を保ち合成部材として良好であることを確認した。今回、RC部にせん断補強を施した場合の耐荷性状への

影響及びH鋼とRC部との接合部のずれ止めとして機能するジベルの量を変化させた場合の合成梁一体性への影響を把握

することを目的とし、2ケースの載荷実験を行った。 

2. 2. 2. 2. 実験概要実験概要実験概要実験概要    

表－1に試験体一覧を示す。実験は Case-1に対し、RC部にせん断補強

を施した場合（以下、Case-3）及び PBL量を曲げ終局時の水平せん断力と

同等の耐力を有する量（Case-1 の 1/2）とした場合（以下、Case-4）の 2

ケースについて行った。 

図－1に試験体形状を示す。Case-3 につい

ては、せん断補強筋として D13（SD345）を 1

断面に4本 140mmピッチで配置した。 また、

Case-4については、PBLの枚数は変化させず

孔のピッチを 140mmとし、さらに H鋼部と

RC部の接合面の付着を切るために H鋼フラ

ンジ面にテフロンシートを敷設した。 

載荷は 5,000kNアムスラー試験機を使用し、

2点載荷で行った。 

3. 3. 3. 3. 実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察実験結果及び考察    

3.1 3.1 3.1 3.1 せん断補強の影響せん断補強の影響せん断補強の影響せん断補強の影響((((Case-3))))    
図－2に載荷荷重-中央変位関係を示す。試

験体はH鋼下フランジの許容引張応力度を超

えた後コンクリートに曲げひび割れが発生し、

同フランジの降伏を経て、等曲げ区間内の圧

縮縁コンクリートが圧壊し荷重が低下

した。最大荷重は、完全合成梁とした終

局曲げ耐力計算値とほぼ等しかった。 

図－3 に破壊時のひび割れ状況を示す。

ひび割れは下フランジの許容応力度相

当荷重より大きい 550ｋNで最初に発生し、幅は同フランジの降伏荷重時で 0.06mmと小

図－4に接合面に水平せん断力が生じるせん断スパン中央のひずみ分布を示す。ひずみ

キーワード ： 合成梁、孔あき鋼板ジベル 

連絡先 ： 〒182-0036 東京都調布市飛田給 2-19-1  Tel : 0424-89-7076   Fax : 0424-89-7078 
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表－表－表－表－1 1 1 1 試験体一覧試験体一覧試験体一覧試験体一覧    

部せん断補強筋比 PBL仕様 

0.00 ％ φ35 @ 70mm 

0.72 ％ φ35 @ 70mm 

0.00 ％ φ35 @ 140mm 
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図－２図－２図－２図－２    荷重荷重荷重荷重----中央変位関係中央変位関係中央変位関係中央変位関係    
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図－１図－１図－１図－１    試験体形状試験体形状試験体形状試験体形状    
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図－４図－４図－４図－４    ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布(Case-3)    
さいものであった。 

分布はほぼ直線上に分布してお 

 
(Case-3)    
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図－６図－６図－６図－６    ひび割れ状況ひび割れ状況ひび割れ状況ひび割れ状況(Case-4)    

・許容応力度相当荷重時 

・破壊時

り、また完全合成梁として得られた断面非線形解析による計算値とほぼ一致した。 

以上より、せん断補強により部材耐力が増加し、曲げ破壊レベルまで合成梁として平面保持が成立し一体性が保たれる

ことが確認された。また、終局曲げ耐力は断面非線形解析により推定できることが確認された。 

3.2 3.2 3.2 3.2 ジベル量の影響ジベル量の影響ジベル量の影響ジベル量の影響((((Case-4))))    
図－5 に載荷荷重-中央変位関係を

示す。許容応力度相当荷重あたりまで

Case-1と同様の挙動を示したが、降伏

が先行し最大荷重も9割程度の値とな

った。これは引張側に配置された鋼材

の強度の違いによるものと推測され

る。（表－2） 

図－6にひび割れ状況を示す。ひび

割れは下フランジの許容引張応力度

に達する前の 150ｋN時から主として

せん断スパンのコンクリートに発生

し、同フランジの降伏を経て、斜めひ

び割れに進展した。せん断スパンにお

ける初期ひび割れ発生位置はほぼ

PBLの孔間である傾向が見られた。ま

た破壊後の荷重低下が Case-1 に対し

小さいものであったことは、比較的小

さなひび割れが多数発生し、明確な斜

めひび割れが発生せず破壊に至り、破

壊後も RC部が圧縮力を負担したため

と推測される。 

図－7にせん断スパン中央のひずみ

分布を示す。最大荷重時においてもひ

ずみ分布はほぼ直線上に分布してお

り、また完全合成梁として得られた断面非

図－8に接合面における相対ずれの軸方

程度）に比べ 3.5倍程度の値となった。PB

とによる影響と考えられる。 

以上より、ジベル量を変化させるとひび

が曲げ終局時の水平せん断力と同等の耐力

保たれることが確認できた。 

4. 4. 4. 4. まとめまとめまとめまとめ    

今回の実験で、孔あき鋼板ジベルを用い

性確保に必要な接合面のジベル量が確認さ
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 降伏強度（H鋼） 最大荷重 

Case-1 293 N/mm2 970 kN 

Case-4 267 N/mm2 881 kN 

比率 91 % 91 % 
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図－７図－７図－７図－７    ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布(Case-4)    
線形解析による計算値とほぼ一致した。

向分布を示す。相対ずれ量は、最大荷重時

L量が 1/2であるのに加え、接合面にテ

割れ発生状況及び接合面での水平方向ず

を有していれば、部材破壊レベルまで合

た合成梁において、RC部のせん断補強

れた。 
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図－８図－８図－８図－８    相対ずれ分布相対ずれ分布相対ずれ分布相対ずれ分布(Case-4)    
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図－５図－５図－５図－５    荷重荷重荷重荷重----中央変位関係中央変位関係中央変位関係中央変位関係    
 

において 0.7mm程度と Case-1（0.2mm

フロンシートを敷設し付着を切ったこ

れ量に変化が見られるものの、ジベル

成梁として平面保持が成立し一体性が

による部材耐力への効果及び梁の一体

o.2, pp1503-1508, 1997, 6 
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